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Ⅰ

オランダがジャバ島を占領 して,バクビアに根拠をおいたのは1619年のことである｡このと

き総督 クーン JanPiertersCoenのもとに, 当地の華僑をひきいてオランダの発展に協力さ

せるべ く,カピタンに任命されたのが SoBencon(BingKong)であった｡その漢字名は 『開

口巴歴代史記』のどときも蘇明公につ くるが,1929年に墓石が発見された結果,蘇鳴関であるこ

とが明らかにされている｡カピタンとはいうまでもなくオランダ語の Kapiteinで,漢字では

甲必丹と書 く｡東インド会社の任命を受け,華僑社会の首領として相当の自治権限を与えられ

たものであった｡蘇暗闇は東南アジアのオランダ植民地における,最初のチャイニーズ ･カピ

タンだったのである｡

1641年オランダはポル トガルからマラッカを奪 うと,バタビアにおける経験にならって,そ

の地の華僑を統率させるためにチャイニ-ズ ･カピタンをおいたといわれる.これについても

っともよく引用されるのは, オランダの束インド会社の委員 ショウテン JustusSchoutenの

1641年の報告書である (JRASMB,Vol.XVV,Pt.Ⅰ,pp.132-133)｡ それによれば, 当時マ

ラッカの華僑は商 ･工 ･農業者を含めて 300-400人で, かれらは多 く町の北部に住みノーチ

ン Notchinという小商人がカピタンに任ぜ られていた｡ノーチンはおそらく津州 (福建)の出

身者であろうと想像されるだけで,その漢字名も明らかでなく,またポル トガル時代からすで

にカピタンになっていたのか,あるいはオランダの占領後はじめて任命されたのか,そういっ

たことは全 くわからない｡マラッカの華僑の間では,鄭芳揚というものがオランダ統治後にお

ける最初のカピタンであって当地の華僑勢力の基礎を築いた人と信ぜ られているのである｡

マラッカのチャイニ-ズ ･カピタンについて,実地調査によりはじめて系統的な記述をのこ

したのは葉華芽師 (Rev.YehHuaFen)であった｡それは "TheChineseofMalacca"とし
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て 1936年 HistoricalGuideofMalacca (PllblishedbytheMalaccaHistoricalSociety)

に発表され,のちシンガポールの AnnualoftheChinaSociety(中国学会年刊)1956年度分

にも再録されたOその後のマラッカのチャイニーズ ･カピタンについて書かれたものは,ほと

んどこの葉師の記述によっているのであって,新 しい知見は加 えられていないといってよい｡

VictorPurcellの TheChineseinMalaya(London,1948),張礼千の 『馬六甲史』(新加披

1941) などをはじめ, 1964年 出版の C.S.Wong (黄 存 築) の A GalleryofChinese

KaPitans(Singapore)のごときも同株である.小には薬師の意見が誤解されている点もある

が,それは肺の実地調査そのものが不充分なことにもよると思 う｡1963年,1965年の両度にわ

たる調査の結果にもとづいて,それに補正を加えるとともに,新資料を紹介することが本稿の

目的である｡ これについては,下記青雲事の金星,禅道両師から非常なお世話になったことを

銘記 して感謝のしるLとする｡

マラッカのチャイニーズ ･カピタンの事務所は,今日も TempleStreetにその偉容を誇る

青雲亭 ChengHoonTengであったo一般の華僑の問では観音事のflで呼ばれているように,

観音菩薩を本尊とする仏寺であるが, かつては華僑社会の役所であり法廷でもあったのであ

る｡またかれらの精神的慰安の中心であるとともに,共同利益を擁護するための実力団結の拠

点であったといってもよい｡1824年オランダの統治が終 りを告げ,イギ リスの支配がはじまる

と カピタンの制度は廃止されたが, 華僑社会の運営は引き続きこの青雲事を中心に行なわれ

た｡華僑社会の有力者が亭主 TengChooの名のもとに,内部統制と対外折衝にあたったので

あって,かれらも一般には依然としてカピタンと呼ばれていたのである｡いま盲雲亭の本堂の

帯後に歴代のカピタンや亭主の神主 (位牌)を安置した一角があるが,これは19世紀の申 ごろ

第2代の亭主辞仏記 (あざなは文丹)のときに設けられたのである｡亭主の制度は今世紀のは

じめまであったが,現在では純然たる仏寺となって,福建出身の僧侶が住している｡しかし,

マラヤ最古の由緒ある寺院としていまに盛況を続けているばかりでなく,華僑の熱心な支持の

もとに莫大な寺産を維持 しているのである｡

つぎに車要なのは,マラッカ市内の東北を占める BukitChinaの申国人墓地である｡ 華僑

は郵相がここに駅軍 したという伝説と結びつけて三宝山 と呼んでいるが,東につらなる Bukit

Gedong,BukitTemp11rOngとともに広大な地域を占 めるOこの墓地の歴史が古 く17世紀,申

国明代の末にまでさかのぼることは, 今日なお残っているいくつかの明代華僑 の蓑石がこれ

を証明するOもちろん歴代チャイニーズ ･カピタンの末もやはりここにあるわけであって,冒

雲亭とともに マラッカ華僑史 の宝庫といってよい｡ 明代 の 墓としてもっとも有名なのは,

BukitChina西麓の路傍に立つ黄氏夫妻のものである｡ 墓石には頭部に皇明とあり, 中央に

額 諜 報左墓,向か-て右に壬成年仲冬穀旦,左に孝男黄 震 封 r･t刻されている｡ かたわ
らには1933年に青雲事でこの墓を修理 したときの記念碑があり,それに.は今を-だたることす

- 89- 759



東 南 ア ジア研 究 第6巻 第4号

でに三百余年とみえる｡すると当時の人は壬戊の年を明の天啓 2年 (1621)にあてていたと考

えられるのであって, おそらく誤りはないであろう｡ いま一つ皇明の文字を刻した墓石が,

BukitChinaの西南面中腹にある｡ 二つ並んだ同形の墓の向かって左側の墓石の頭部にこの

2字がみえるのであるが,他の文字は右側の墓石のものもともになぜか故意に破壊されていて

全 く痕跡を止めない｡これについて菓華芽師の記述には誤りがあるので,のちに訂正するであ

ろう｡

ⅠⅠ

歴代カピタンの系譜や事跡を考えるうえに根本資料となるのは,青雲亭内に保存された神主

(位牌)と BukitChina墓地の墓石, それに若干の記念碑である｡ これら中心に伝説を参照

して,年代を追いながら順次かれらの事跡を考証 してみようと思 う｡

1. 鄭 芳 揚

この人はまえにものべたように,マラッカの華僑勢力の地盤をつ くったと信ぜ られ,青雲事

もかれが創建 したと伝えられている｡ 福建省淳州の出身で, 今日のマラッカ川の西,Second

CrossStreetに居住する商人であったということのほか, くわしいことはわからない｡ 葉華

芽師によると,BukitChinaに鄭 カピタン夫妻の墓があるとしてつぎのようにのべている｡

それはオメガ型の墓域の中に並んだ二つの墓からなってい [て皇明の文字が刻してあ]る｡右

側のはその墓石によって主人公が鄭甲必丹 TayKapitan であること,左 側 のは 甲必 丹 朗准

KapitanNyaすなわちカピタン夫人であることがわかる｡ この夫人はおそらく土着の女だっ

たであろう｡またこの墓石がとくに中国史家の興味をひくのは,中国においてさえ非常にめず

らしい隆武帝の年号が刻されていることであるという｡ここに業師が鄭甲必丹夫妻の墓である

といっているものは,さきにあげた BukitChina西南面中腹の墓に相違ないのであって, そ

の墓石には皇明の2字以外になにも認められないことは すでに指摘した通りである｡ 業師の

記述は,のちにのべる青雲亭内の神主の文字を混同した結果に違いない｡

また菓師は引き続いて,つぎのようにいう｡ でayRap(Kapとは,華僑間で一般に用いら

れた Kapitanの 略語である)は1677年 にマラッカで死に,PulanBesarに面 した Bukit

Chinaの南斜面に葬 られた｡かれの墓はある期間忘れられ,多 くの熱心な調査が行なわれたが

わからなかったのである｡ところが,ある友人たちと青雲亭当局ならびにマラッカの衆陽堂鄭

公司の援助,とくに青雲事にある祖先の位牌を開くことを許されたおかげで,1934年それに書

かれた貴重な資料が確認されたのであった｡この業師のことばにみえる位牌についてはあとで

詳しくのべるが,ともかく業師はそれによって鄭甲必丹の後年と墓の位置を確かめえたとし,

前記の皇明の2字を刻した二つの墓をその夫妻のものと認めたのであろう｡

しかし,今日ではこの二つの墓は鄭甲必丹のものとは考えられていないのであって,業師の
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論文が発表された 1936年 の翌 年,Bukit

Chinaの再斜面に新 しく鄭甲必丹の蓋が再

建されたのであった｡ その墓石には頭部に

文Ⅰ九 中央に穀考甲必丹明弘鄭公之豪,帆

かって左に龍飛歳次戊午李仲春吉旦立, 右

に孝男文玄奉把とある｡ さらに下段には英

萱千百参十七年 栗陽堂重修 民国甘六年

丁丑立と刻した石がはめこまれている｡ 柴

陽堂 とは 業師 もあげている鄭公司 のこと 写真1 鄭 甲 必 丹 oj某

で,鄭氏の同族会であり, 鄭氏はもともと

河南省の柴陽を発祥地としているところから名づけられたものであるOその同族会がこの豪を

竜修したのであって刻石には栗となっているが,誤字であるこというまでもない｡墓石にみえ

る文山とは漬州龍渓願の地名で,本人の故郷をあらわす｡戊午の年は1678年で,死去の豊年で

ある｡この墓を立てた年や,鄭芳揚の一名を明弘といったことなどは青雲事の神主にみえない

が,衆陽堂には何か資料でもあったのであろうか｡孝男文玄というのは,喪主の男子の名であ

る｡しかし,この某の位置が古くから郵甲必丹の墓の所在地と認められていたかどうかは疑問

だと思 う｡菓華芽師もいっているように,前記の二つの墓が理由はともかくとして,葉(刷こよ

って鄭甲必丹のものに比定されるまでは, その墓は長らくわからなかったからである｡ おそ

らく,この比定を不満とした衆院堂関係者が,青雲事にある神主に記された墓の位置などを参

照して,ここに新 しくつ くったのではないかと思 う｡

それはともかく, このあたりが鄭氏一族の墓地だったことは誤りないであろう｡ というの

は,この蓋から少 し上がったところに,鄭甲必丹の夫人の一人と認められるものの豪があるか

らである｡墓石には,時壬成年季春立,頼批露人維氏墓,孝男文玄奉配とあり,王威は1682年

にあたると考えられる｡

青雲事には19世紀の中ごろ亭主の醇仏記によってつ くられた,4人のカピタンの立派な神 主

があり,その一つ鄭芳湯のものには,開基甲田 特授甲必丹諒芳揚鄭公禄位と刻されている｡

甲国とは鳥六甲(マラッカ)のことで,この人がマラッカにおける華僑の地盤をはじめて築いた

のを賞揚するため,この4字を上につけたのである｡ その神主は後部が箱になっていて,中 に

鄭氏関係の古い神主がいくつかおさめられている｡このように歴代カピタン闇係の神主を,そ

れぞれ子孫の家から集めてここに安置したのは,拝仏記だといわれる｡それらの神主はいずれ

も白木つ くりで,表面に蓋をかぶせ小さい台の上に立てるようになっている｡

まず鄭芳揚のものは,
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益 顕考芳揚郵貯君神主

不孝子玄奉杷 [以上蓋]

生干壬申年四月廿六 日亥時

大明甲必丹鄭公啓基葬在三賛山坐亥向巳

卒於丁巳年五月初八日子時

とあり, 生役年月 日と三宝山 (BukitChina)における風水によって定められた墓の位置を墨

書する.その後年を葉撃方師が1677年 (清康照16年) としたのは正 しく,これから逆算すると

生年の壬中は1632年 (明崇禎 5年)となる｡おそらく46歳で死ぬまで,何年かにわたってカピ

タンの職にあったのであろう｡

薬師が鄭甲必丹の投年を1677年と定めたにもかかわらず,のち張礼千がその 『馬六甲史』に

おいて干支を60年 くりあげて 1617年 (明方暦45年)とし,従って生年をも1572年 (明隆慶 6

年)として以来,これに従 うものが少な くない｡その理由はポル トガル統治時代にカピタンに

任命された TinKapという華僑があったといわれ, この Tinは邸の関南音 Tayの誤 りだ

とすれば,TinKapは 鄭芳揚に比定すべきだというのである｡ この説は C.S.Wongの A

GalleryofChineseKaPitans(1964)でも受けつがれているが,のちにあげる鄭芳揚の父の

年齢からみても全 く成立 しない｡

つぎは鄭芳場の一人の夫人の神主である｡

額批編入呂氏神主

不孝男文玄奉把 [以上蓋]

生子 吉年 吉月吉 日 吉 時

甲必丹珊圭呂氏葬在三賓LLl坐甲向庚

卒干辛酉年十月十六 日申時

甲必丹抑圭KapitanNyaとはカピタンの夫人であり,辛酉は1681年 (康照20年)にあたるが,

生年は記されていない｡この人は漢人風に呂氏と記 されていても,土着のマラヤ人だったであ

ろうと思われる｡この呂氏と BukitChinaに墓のある維氏とはどのような関係にあったのか,

また文玄がどちらの生んだ子なのか,そのようなこともよくわからない｡

つぎに鄭芳湯の父の神主は,

顧考貞淑鄭公府君神主

不肖男啓基奉把 [以上蓋]

生於寓暦丙成年二月初八目成時

葬在麻六甲三賛井山殿下看城坐卯向酉

卒於隆武戊子年閏三月初三未時
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とある｡鄭 甲必丹は詩が啓基,あざなが芳揚だったことが

わかる｡ 万暦丙成 (14年)は1586年, 隆武戊子 (4年)は

1648年である｡隆武というのは明未1645年 6月,福州に擁立

された唐土の年号であるが,翌年 8月,唐王 (隆成育)が汀

州で捕虜となり,11月に殺されるとともに自然に消滅してし

まったo しかし,芳湯の父鄭貞淑oj故郷である漬州は,こU)

わずかな問ながら隆武朝の治下にあったのである｡鄭貞淑が

はたして隆武朝の形勢に見切りをつけ,満州軍の進入を避け

てマラッカに逃れたものか,あるいはすでにそれ以前から商

人としてマラッカに根拠をおいていたかほ明らかでない｡ い

ずれにしても,かれが福建出身者として故郷に成立 した隆武

一榔こ好感をもっていたのは明らかであって,その滅亡後もな

おその年号を用いていたのである｡

なお,さきにあげた鄭芳湯の神 主には,左右に別筆で,

写真2 鄭甲必月の父

郵貞淑の神斗

(向かって右は蓋)

批呉氏語尾娘生子寓暦丁亥年十一月念五吉時(右)

卒干薙政三年四月十三 日亥時

右方下部に枇葬在とある｡ 万暦丁亥 (15年)は1587年であるから,年齢の点だけからいえば芳

湯の父,貞淑の夫人としてふさわしい ｡ もしそうであれば,この人は漢人で夫に従ってこの地

にきたのであろう. しか し,没年である薙政が薙正の誤りだとすれば,その3年は1725年で,

135歳という常識では考えられない長寿をとげたことになるのである｡ かりにこの呉氏尾娘が

鄭貞淑の夫人だったとしても,なぜこのような文字をその男子である芳湯の神主に講‥きこんだ

のか,その年齢とともに不可解な問題である｡

さらに芳湯の子,文玄の神主ものこっているので,ついでながら紺介しておこう｡

墓考文貿鄭公神主

不孝男授孟奉把 [以上苦]

生於順治丙申年伍月初十 口寅時

公諒賢葬在三賛非 望岩墓寿驚喜

卒於康照焼午年伍月初九日巳特

龍冥谷とは鄭 氏の出身地である福建省漬州の県名｡文賢とは賢と玄は同音だから,文玄のことに

相違ない｡順治丙申 (13年)は1656年,康鷹庚午 (29年)は1690年｡墓の位帯は祖父の貞淑と

同じところである｡年没年ともに清朝の年号によっていて,順治13年といえばまだ南明の永明

王は在世中であるが,マラッカ華僑はその永暦朝とは関係をもたなかった一つの証拠になると
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思 う｡というのは,鄭成功はオランダ人を降服させて台湾を占領する1661年よりまえから,し

きりに台湾をねらっていたのであって,オランダの鄭成功ら明の遺臣に対する警戒はすこぶる

厳重であった｡オランダの支配下にあるマラッカの華僑は,鄭成功と,従ってまたかれが奉戴

していた永暦朝と接触することをおそれ,むしろ清朝の年号を用いて表面上はオランダに協調

する態度を示したものであろう｡

2. 李 為 経

鄭芳揚のあとをついで,カピタンになったのは李為経である｡青雲事にある醇仏記によって

つ くられた神主には,継理宏基 特授甲必丹薄為経李公禄位と刻されている｡継理宏基とは,

すなわち前任者の鄭芳投のあとをついで,さらに事業を拡張したという意味であるOその中に

は,つぎの李為経夫妻の神主がおさめられている｡李為経のものは,蓋には孝男肇城奉把の文

字がかろうじて読めるだけだが,中には,

生於甫歴韓拾式年甲寅捌月初拾日辰時

父講馬経字宏輪淡君常行二

卒於康殿式拾染年戊辰染月初萱日午時

とあり,下部には6行に分けて

葬三宝山之左｣内坐丑発向T｣未分金坐己丑｣向乙未外坐薬｣子向丁午分金｣坐乙丑向幸夫

と風水説による墓の位置を示 している｡行二とは,この人が排行の第2,つまり男兄弟の第2

番目という意味である｡生年は万歴42年というと1612年だから,前任者の鄭芳揚より20歳も年

長である｡康照27年は1688年であって,おそらく鄭芳揚のあとをつぎ77歳の高齢で投するまで

第2代カピタンの任にあったのであろう｡

夫人の神主は,

額批慈憤太編入宋氏神主

孝男正壕奉把 [以上蓋]

生子吉年吉月吉日吉暗

語行亨年

卒干戊寅年二月廿六日酉時

とあり,下部に李為経と同じ場所に合葬したと記す｡正壕とは,いうまでもなく李為経のあと

つぎの男子である｡夫人は宋氏という漢人風の姓を称 しているが,生年も年齢もわからないこ

とからすると,現地生まれのマラヤ人だったかもしれないo正壕がその子であれば混血児とい

うことになるO殻年の戊寅は,亡夫の墓に合葬したとあるので,李為経の役した康願27年以後

に求めると1697年 (康無37年)である.

李為経夫妻の墓は,今日BukitChinaから遺一つ-だてた BukitTempurongの東にある｡
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烏地はよ く整 頓 されていて泉石には,

考 才十甘李公
域

批瑞人二木氏

とあるが, 年月も喪主の名もみ られない｡

おそ らくこC)j某は＼I/T初のもレ｣では亡 く, 檀

日日二な って市建 されたC/)であろ う ｡

しか し, 辛,為?.封二ついて持′華すべ きは今

日, -古雲享のE恒ここの人の りっぱな幼iJ即 .ilr_

が~立っていることである｡ 中 央にTま,

叩必丹李公済博想勲蝕徳碑

とあり,向か って右 には 4行 に分けて,

公設絹撞｡別姓君常｡銀同之鷺江人 山O困明季閑雅拾桑O 遂航侮而南行｡懸車此閥O加納潜

清｡ 保障著勘｡借上是慶｡撫桜堤慈｡簸溺 是坑｡ 損金帯地o 洋及幽冥｡ 休又有 容 ｡ 蕩又無

名 ｡ 用 軌 片右｡垂芳永 々｡

とあり,左 には37人の氏名をあげそt))あとに,

頼龍飛乙丑年月 口穀且仝軌石

と刻す｡

この龍飛 乙乱 とい う年 について, 薬草芽[凧 ま1685年 (康黙24年) とし,張礼子C/j川;六甲

写真4 李甲必月の頒徳碑(枯木)

史∴ VictorPurcell0) TheChineseofMalayaな

どみな これに従 っているのに対 して, 陳達は .]=J､桁巨隼

僑輿関越社会 n_(1938,pp.289--290)にこれを1745年

(乾1宴10年)にあてているC しか し,それが誤 りである

ことはまえにあげた李烏経 の 神主によって明 らかであ

るoすなわち, この'Ll(徳,日碑は当然, 李汽経の隼存申に

立て られた ものであるとすれば,乙丑は 1685年 をおい

てほかに 考え られない｡1685年 (康願24年) はその死

にさきだつ3年で, かれはなおカピタンの現職にあっ

たのである｡

なお龍飛 とい うU刃まいかなる意 味か｡ 陳辻 は うえU)

著書の注 (p.290)に, これは マラッカの華僑がみず

か らつ くった隼号であって, 満州族の侵入か ら南洋に
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のがれた華僑が, 清朝 の年号 を 用いるのをいさざよしと しなかったからだと いっている｡

VictorPurcellもこれに従ったが, 張礼千の 『馬六甲史』 は年号と認めるべきではないとし

て,つぎのような説をたてた｡明代では民間で年号のあとに龍飛の2字をつけて天啓龍飛甲子

などといい,王朝の祥瑞の徴とした例があるから,清の年号をきらった明の道民たちは,明の

年号をとり去 り慣用の龍飛だけを残 して用いたのではないかという｡おそらく張礼千の考えは

あたっているであろう｡たとえ年号ではないにしても,あえてこのような文字を用 い たのは,

清朝に対するひそかな抵抗を示 したものであり,当時における南洋移民の一部の傾向を代表す

るものであった｡

'LB徳碑にもみえるように,李為経には君常のほか済博だの懲勲だの,いくつかの名があった

ようである｡その本籍は銀同の鷺江とあるが,銀同とは福建省泉州同安県のこと｡同安県城は

東西が広 く南北が狭 くて,その形が銀錠に似ているというので銀城とよばれた｡鷺江とは今日

の度門 Amoyの椎名で,当時は同安県に所属 し,また別名を嘉禾, 禾浦などともいったので

ある｡同安県は古 くから南洋華僑の出身地として知 られ,バクビアの第 1代のチャイニーズ ･

カピタンとなった蘇鳴尚も同安の人であった｡李為経は明未の動乱を避けて南洋にのがれ,マ

ラッカに根拠をおいて実力者となり, 華僑の発展につ くした｡ とくに後人から敬慕されるの

は, ｢指金置地,揮及幽冥｣すなわち自費を投 じて今日の BukitChinaの地を買い, 共同墓

地として華僑団体に寄付 したことである｡この功績において李為経の名は不朽のものとなった

が.事実マラッカの華僑社会の基礎はかれによって確立せ られたのであろう｡

また青雲事には紫色の明朝の官服をきて椅子に坐った,等身に近い李為経の寿像がかかげら

れている｡紙本で何度か補修を加えられたあとがある

が,おそらくかれの晩年の風貌を忠実に伝えたもので

あろう｡歴代カピタンの画像としては,これが唯一の

ものである｡その上部には,のちのカピタン曽有亮の

費がかかげられているが,それはこの画像ができてか

ら相当の年月を-た李為経の死後に書かれたらしい｡

ちなみ に C.S.Wong の A Gallery of Chinese

KaPitansに出ているその画像は原画によったのでは

なく,それにもとづいて誰かがつ くった油絵半身像の

写真である｡

3. 李 正 壕

李為経のあとをついだ第 3代カピタンは,その子の

李正壕であった｡ すでに李7.も経 の夫人宋氏の神 主 に
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も,名 の出ていた人である｡青雲亭にはその神主があって,

顛考甲必丹仲堅李公神主

呂呂 仝奉配 [以上蓄]

生於壬寅十一月十八 日半時

考謹正壕字仲堅乳轟芳行二

宰於成子曹月十六 LJ亥時 享隼雄拾fl染

下部に葬於三矧 力闘｣坐巳向亥兼巽乾｣川 平巳辛亥 分金とある｡蓋に書かれた本把者 2人C/)名

は読むことができない｡ 壬寅は1662年 (康県元年),戊十 は1708年 (康樵47年 )｡ 李正壕のカ

ピタン在任期間は明 らかでないが,のちにのべるように死後数年まえにはすでに隠退 していた

ようである｡

19世紀の申ごろ,青雲亭主の辞仏記が歴代 カピタンの神主を亭内に集め,その功績を鋸揚 し

たときにも, 初めこの李正壕のことは人 々の記憶か ら忘れ られていた｡ 亭内にある道光26年

(1846年)の醇仏記の刻石にはつぎのようにみえる｡ この年,鄭芳揚,李,?.i経 2公の禄位を肯

Jl:亭内に安置 してまつることとなったが,あるElの夢に見 るところがあり,姻戚の李義百官と

い うものに聞 くと,李為経のあとつぎであった次男の芳 というもの も,またカピタンに任ぜ ら

れたことがわかった｡そこでこの人の神主を も青 雲亭において,李為経に配享することにした

という｡

4. 曽 其 禄

第 4代のカピタンは,李為経の女婿にあたる曽其禄である｡ この人は李為経のあとを受けて

さらに華僑の勢力をひろめ,青雲亭の増築や墓地の拡張に貢献 した｡青雲亭内の辞仏記によっ

てつ くられた神主に,仏光主照 大檀越主曽詳其禄本命突宮元辰昆君 とあるのもそのためであ

る｡その本来の神主はこ0)l恒こおさめてな く,別に安置してあって,それには,

故

薯期考避難義土伯申曽公神j:A
艦菊

男鷺芙仝承重孫開祖奉把 [以上蓋]
†患芸

原籍福建銀同禾浦年於崇禎突

末年拾月iiu合口貢町

公諒瑛禄字伯lt府 六神 位

明 卯日十字染拾陸歳

避難麻六甲 牢於戊成年二 月二十 日
マヽ

下部に, 時歳次戊成染月初｣捌Ej斗'･時葬在三費｣ 井右透尖筆焼山坐｣ 巳向亥分金兼選陀とあ

るO曽其禄は本土の戦乱 と満州族の支配をのがれてきた明朝の義土であることを,最後まで斗
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張しそれを誇 りとしていたのであろう｡崇禎突末は16

年で1643年だから,岳父の李為経よりは30歳の年下で

あった｡戊成は1718年,康.聖57年である｡

その大人の神主は,

貴顕批儒人曽門李氏神主

臆菊

不孝男農芸仝承重孫開祖等奉把
鷹芸

[以上蓋]

生干草酉年十一月十一 日己丑時挙手

批露人詳成金神位行二

甲辰年閏四月初六 日亥時享年六十有四歳

下部に時在次甲辰年｣六月初二 日午｣時合葬千三質井

右連尖｣筆城山坐巳｣向亥兼巽乾｣分金とある｡夫人

の成金は李為経の第 2女であり,辛酉は1661年 (康鮭

写真6 円其 禄 の 神 主
(向かって右は蓋)

元年)だから,正壕よりは 1歳の年上となる｡甲辰は1724年で宛正 2年｡亡夫曽其禄の墓に合

葬されたのである｡

その蓋は BukitChinaの酉麓平面に広大な地域を占めている｡ 墓石には中央に禾浦毒域,

向かって右に耀及曽公,左に淑恵李氏とある｡禾浦とはまえにのべたように屠門のこと,耀及

とは後述の頒徳碑によって曽其禄の号であることがわかる｡

曽其禄にも ｢大功徳主曽公頒祝碑｣と題する頚徳碑があって,青雲事の中に立っているOそ

の文を節録すれば,

(普)公講其禄｡漉耀及｡吾同之鷺島曽家湾入也｡邑距島尚-水｡余未熟悉公之生平｡客自甲

来者休其恵o恩垂永久｡求所以文之｡因貝為余言｡公少有大志｡卓撃不群O遭槍桑｡故避地

甲邦｡解紛息争｡威取平蔦｡以故華南楽就之｡遂乗甲政｡章程規蓋｡動有成績｡未易更｡僕

数請言其加恵我人者｡我人之流寓於甲邦也｡或善票而嚢空｡則資之財｡或務農而空啓｡則軌

之力｡或賭博而忘反.則設禁よも之防｡或死喪而無依｡則買山為之葬｡至於甲｡為西洋所経｡

舟栢往来0本苛其征｡商旅説而出其塗｡東西朔南堅実｡寧特吾郷戚属為然哉｡ 云々

文章はやや邸であるが,撰者は賜進士吏部観政年家巻弟陳大賓とあり,あとに28人の立石者の

名を列している｡その年は龍飛歳在丙成臓月穀且とあるので,1706年すなわち康興45年である

ことは誤りない｡撰者の陳大賓は同安LEf1-の人で,民国 『同安保志』 (巻15選挙)康煤29年の進

士の条に,

陳 敬庵｡官山人｡住銅魚飾｡安貧力学｡潜於世味｡未授官而卒｡
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写真 7 円其 禄 夫 妻の幕

とあるC こU)人がたまたまマラッカか らノJlr,'

郷した両人レ)依頼によって. この頒 徳 碑 の

文を苦いた山である｡

それには, 曽甚緑がオランダ佃とのIIT-iih-I

に/j十力したというようなことは Li己されてい

ないが,困窮 した両人やlllt'l尺に対すろ援助.

惜情C/_)取締上 あるいは共同基地cJ)締.J宮等,

いちおう今 日とも変わ らない 冊喬｢jl体の車

業があげられている｡ ､rl頼すでにカピタン

を申心に,マラッカでは福建人の,とくに婁｢'[拍J.身者の強い団結ができていたことが想像され

よう｡ 町政というのは知六甲政串の略で,マラッカのチャイニーズ ･カヒタンCj_)ことである｡

碑文に衆望をになってついに甲政をとったとあることか らすると,1706年以前,すなわち前什

者の季 :TE:_壕が死ぬ (1708)まえから,代わってカピタンに任せ られていたことがわかるO曽其

禄の背雲亭に対する貢献は今日の本草-:を建:llr.したことであって,軒 卜には ｢持崇古跡｣という

自筆の棚がかかっている｡ 向か って右には時 乙西歳fr怖く殻刃,左には信士曽其緑 宜とある｡乙

の建 宜 と無関係ではないであろうo

なお市雲亨には曽其緑夫妻oj塑像が安IT■rl'-1.されているo 明 朝の'自Ⅷiを請け夫妻 :lJ',-_んで椅子に順

かけた,高 さ30セ ンチばかりuj小像であって,それほど晩年山もujとは思われ∴ないO大人は李

.闇 革のむすめ成金であろ う ｡ その母の宋氏はまえにもいったようにマラヤ人かもしれないとす

れば,かの女は 1歳年 下のIl:_壕 とともに紬 r刷りごったわけである｡ しか し,こUjlJ'H.像か らは,

伯 甲 にそ うした 判断 を 下す ことは できな

い｡ 曽其禄が右 手にもつ使 l伸二は曽六′rr,,'左

圧 と記 されているが, これは曽共禄の通称

で, 一般にはこの名で呼ばれていたようで

ある｡ 六 とはかjLが男兄弟の第6番目だっ

たか らであり, 巨とは福建人がリ十十の尊称

として 名のあとに つける 芋である｡ 従っ

て, 福建人 に は 名そのものに膏'の字を｢

け, あるいはこれをあやまって習憤 的 に机

の字を用 いるものが少な くないo

r)いでに盲雲亨にある 曽氏関係の神 主二

- 99

写真8 円 其 緑 夫 妻 の 像

769



東 南 ア ジア研 究 第6巻 第4号

つをあげておこう｡その一つは曽其禄の夫人の一人と患われるもので,

故母 氏神主

男 悪妻仝把 [以上蓋]

牲於壬子年三月十八日子時

母詩意娘 行一

幸於甲成年三月十五 口申時

下邦に,葬於三哲｣山之後坐｣申向寅兼｣)jill]分金とある｡蓋の母と氏の間には,なんら文字

を書いた痕跡が認められない｡氏を記 していないのは不可解だが,生年が明記されていること

からすると,この人は漢人なのであろうか｡生年の壬子は 1572年 (康県11年),卒年の甲戊は

1754年 (乾隆16年)と考えられるから,83歳の長寿をたもったわけである｡

いま一つは曹其禄の末子腐芸 の神主で,

宗教考仲植曽公之神主

葦要覧誤仝奉把 [以上蓋]

生於康既発未年正月甘八日未時

君名詞字仲植講腹芸行第五

卒於薙正幸亥年十二月甘四日責時

下部に下葬在三賛井尖筆｣ 噛山本墳坐酉向卯兼｣ 庚申分金丁酉丁卯とある｡ 尖筆蟻LlJ本墳と

は,父の曽其禄の墓をさすのであろう｡曽其禄はみずから避難義士と称 し,明朝に対する忠節

を守り通 した人であるのに,その死後13年を-た末子の時代になると,神 主には皇活の字が明

記されているのであって,時代の変転を如実にものがたるようである｡

曽其禄が1718年に投してからしばらく,約40年間はカピタンの系譜がとだえる｡19世紀の中ご

ろ醇仏記が旧家から資料を集めたときにも,すでにこの間の事情はよくわからなかったに相違

ない｡菓華芽師は,曽其禄ののちにはそのむすこの一人がカピタンに任ぜ られ,そののちはお

そらくもう一人の哲があとをつぎ,陳 (承陽)がそれを受けたといっている｡いったいマラッ

カの華僑の間には,むかL Tay(鄭)Rap,Li(李)Kap,ChanLakKoa(曽六官),Chua(察)

Rap,Tan(陳)Kapという5人のカピタンがいたという伝えがあった｡しかし菓師の調査によ

ると, 少なくとも合計 11人のカピタンがいたはずだとして, 上のような推定を下 したのであ

る｡つまり,オランダ時代の第 1代カピタンを Notchin とし,これに続いて鄭芳揚,李為経,

李正壕,曽其禄があり, つぎに2人の哲を-て陳 (承陽),奈士章,陳起厚,普 (°han)01im

の11人とみたのであった｡C.S.Wongのごときも全面的にこれを認めているが, それではな

お不充分であり,順序にも誤りがあることをつぎに指摘するであろう｡
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5, 曽 :壱 魁

舌雲亭におかれたカピタンの神 主のうち,曽其禄のについで古いのは曹憲魁のもo_)である｡

それには

!

議額考甲必丹詫)ヒ粧曽公府汗神位

男ノ去丹攻 報 全寮肥 日比 器]

/i:_干拓正乙巳4日 L月廿-｢1卯時

父乳名照吾詳憲魁uiI'/.IL)TL佃iI行第一

平子乾降 乙四年三 月廿三 日fl刷 j=

下部に, 葬在寮仔抵｣両坐発向丁兼｣子牛分金丙子丙午 とある｡ _/T:.隼の 韓 日:_乙巳 (3年)は

1725Jf:'･,平年の乾降乙西 (30年)は1765年｡曽其禄が残 したのは1718年だから,この人が葉 隼

苔師のいう哲其禄の子でないのはいうまでもない｡それでは,そのあとをついだというもうー一･

人の哲にあたるのであろうか｡葉師が曽其禄のあとに 2人のカピタンがあると考えた根拠はよ

くわからない が,かりに曽憲魁が1754年に30歳でカピタンに任ぜ られたとしても,曽其緑の没

年からは36年 も-だたっているのであるO その問には少な くとも2人のカピタンの存在を仮定

しなければならないであろう｡ 要するにこの40年ばかりが空白になるわけであるが,そのあと

に哲憲魁というもののいたことには,従来何人も気付かなかったのである｡

6. 陳 承 陽

曽其禄以来おそらく曽氏一族によって占 められていたカピタンの地位は,曹憲魁が41歳の若
さで妓すると陳氏に移った｡陳承陽というカピタンには何 らpl封亦も伝えられておらず,胃JiIrlJ-･

に神 主 もおかれていないが,BukitChinaに果がのこっている｡fr‖創こ近 く南面したきわめて

陀隆四十四年端月吉 町 左には男讐濃照
長山孫明珠等 仝 立石とある｡ さらに前方に

は右の ll]柱 2歳があり, ~行.虎向掃軌福神

(向かって右), 金獅振出挺操鼓 (左) と 刻

す｡ ･阻塞44年は1779年である｡その_/i:_隼は

わか らないが,曽憲魁が捜したのは1765年

だから, おそらくそのあとを受けてカピタ

ンに任ぜ られたのであろうO 霞桁 と は 鷺

冒,京禾と同じく噴門の別/省で, 闇 易とも

いうようである｡

その次男の振徳の名は, 宝r情7二にある道 写真9 ∵

-]
`
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の

日.5承陳
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光11年の三宝両基地復興胴金者碑にみえ, 3男の振世は青雲事にその自筆 の額がかかってい

る｡後者は ｢道所生霜｣の4字で,乾隆丙午 (51年)小陽春穀且,布政健司官科陳振世敬立と

ある｡

7. 陳 起 厚

葉華芥師は陳承陽のつぎに,葉上草がカピタンに任ぜられたようにいっているが,それは誤

りである｡もし陳承陽のつぎに別の誰かが任ぜ られたのでなければ,今日知 られた資料では陳

起厚をあてるべきであろう｡その理由は, 陳承陽が投した (実は埋葬された)のが1779年で,

それから7年を-た1786年に陳起厚がカピタンであった証拠があるからである｡すなわち,盲

雲事にはかれの自筆の ｢慧眼観世｣という額がかかっており,それに乾隆丙午年 (51年,1786)

小陽春穀且,知六甲政事陳起厚立とある文字がこれを証明する.

雷雲事にほかの辞仏記によってつ くられた神主があり,仏光主照,陸授甲必丹大柄樋主陳公

台印起厚禄位とある｡陳起厚もまたそのカピタン在任中に青雲事の発展につ くしたであろうこ

とは,乾隆丙午 (1786年)の額がいくつかかかっているのによっても想像せ られる｡陳起厚の

本来の神 主はやはり育雲事に安置されていて,

顕考甲必丹大誼淳廉陳先壁神主

孝男誤買孝璃 蓬娘仝奉柁 [以上蕃]

年.於乾隆戊辰年九月初十巳時

公名昏諒起厚字徳馨行次

卒於乾隆甲寅年十月甘五巳時

下部に葬在阿水｣燦々坐辛｣向乙兼酉｣卯分金T｣卯丁酉とある｡甲必丹のつぎの大の字は,

マラヤ語の toaまたは tuaの音訳で,父老,領袖を意味する｡つまりカピタンの意味をもう

一度マラヤ語の音訳で重ねたわけで,このような語例 は東南アジアに多い｡乾隆戊辰 (13年)

は1748年,甲長(59年)は1794年である｡

また陳起厚の2人の夫人の神主もあって,その一つには,

待贈散母誼淑命陳門張氏之神位

孝男額宗孝女訟 仝奉和 [以上蓋]
述娘

生於乾隆乙亥年吉月吉日

張氏行第二享寿四十歳

宰於乾隆甲寅年六月十五 日亥時

下部に葬在三賛井山武｣吃吃榔内向坐丙｣向壬兼丁巳丁亥｣外向坐丙向壬寅｣辛巳辛亥分金と

ある｡乾隆乙亥 (20年)は1755年,甲寅 (59年)は1794年で,夫と同年に4カ月さきだって投
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しているoいま-一つUjは,

待贈牧村.-詮貞偵陳門柴氏之神主

孝男幣壷女

/仁子乾隆TTHLF七･月甘7日=~!辰lL-jL一

葉氏行--享 有/rく十戒

珠選娘孫元捷/仝配 [以上iEftl逮

宰手嘉慶丙牛隼十月初四口巳時

下部に葬在 三 酎 油 ｣辺 阿 逸‖麗削 再伸 鯛 甲｣兼 甲貫｣寓票分金 とある｡捌 町 井 (22年)

は1757年,嘉慶丙午 (21年)は1816年にあたる｡陳起厚の出身地は不明であるが, この夫人基

氏の喪主の一人に圭満 という名のものがあることか らすると,あるいは福建の侮澄県か もしれ

ないO というのは,羊瀦iとはr)ぎのカピタン察十章のところでものべるように,海澄児の椎名

だか らである｡

8. 黄 土 二章

陳起厚が投 したのは1794年であるが,のちにのペるように乾隆60年 (1795)の碑に察士 章が

カピタンとあるのによると,あるいは陳起厚の致するまえか ら,すでにそのあとをついでいた

のか もしれない｡青雲亭にあるその神主には,

覇考 特 接甲必 打認 篤 平 察 府 君 神 位

態

'羨女

浪
明
山
木
…侮

:I,負田
刀
孝

娘 仝 春 杷 [以上蕃]

生干乾隆十五年rjf牛十月十七 日缶帖

父誇 喬枕士章字端甫亨寿五十三行第三

華子嘉慶七年千成七月初八日′口丹

下部に葬在三軍井阿｣逸燦 々両坐□｣向艮兼甲吊辛｣未 辛37:分金とある｡乾隆15年は1750年,

嘉慶7年は1802年｡夫人の神主には,

額枇 詮淑慧察門曽太濡人之 神主

男祭雷距 究 糞女 欝娘等仝春肥 旧 上郡

生干乾隆乙酉年六 月骨五 日吉畔

地 薄青娘行位長葬在地名亜逸繁々公司園内

幸子道光乙酉年六 月廿二 日西町

下部に坐未向丑｣兼坤艮｣丁未｣T丑分金とあるO乾降乙酉(30年)は1765年,道光乙西(5年)

は1825年｡墓は夫妻 ともまだ発見 されていない｡
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察士章については書 くべきことが多いが, その遺業として有名なのは BukitChinaすなわ

ち三宝山の麓に宝山享を立てたことと, 青雲事をほぼ今日の規模にまでととのえたことであ

る｡宝LII事は三宝山の無縁者の墓を祭るために立てられたもので,今日も三宝山の西柄麓に一

郭を占めている｡門前に,かの鄭和が掘ったと伝えられる三宝井があるので名高い｡ここにあ

る乾隆60年(1795)の ｢建造柁壇功徳碑記｣によると,それより60余年まえから当地の華僑団体

の共同事業として,毎年無縁某の祭把をおこなってきたが,その把壇はきわめて貧弱なものだっ

たので,察士草が首唱してこの寺を立て把壇を設けたとみえる｡ そのあとに甲必丹察土章 240
人貝,唐船主祭棟官70大員,広東太学生胡徳寿100員ほか信士41名とその桐金額をあげている｡

昆LLl仝募建 日立石とある｡唐船主祭棟官についてはあとでのべよう｡

この碑と並んで嘉慶6年 (1801)の碑が立っているが,それは察士章が1軒の家屋を買い,

これを宝山亭に寄付して家賃を亭の維持費にすることを記したものである｡それによれば,宝

山事は全マラッカの華僑の協力によって建立されたのだが,察士章が首唱したという功績を認

め, その禄位を亭内に安置してくれることとなった｡ その記念として町のl恒こ1軒の家を買

い,永久にその家賃を毎年の条把費とし,残余を積み立てて修理費にしたいというのである｡

終りに圭海謝倉察士章立,嘉慶六年歳次辛酉季春とあるが,圭海とは福建省の海澄県のこと,

謝倉とは同県内の地名であって,これによってその本籍がわかる｡この碑文にみえる察士章の

禄位は,いまも宝山事の中 央肥培の向かって左に,別の壇を設けて安置してある｡仏光主ハモi

特授甲必丹大檀越主祭葦士章崖君禄位とあり,青雲事にある他のカピタンのものとだいたい同

じ体裁である｡察士章の寄付した不動産はどうなったか知らな

いが,宝山事は今日では青雲事が符理していて,清明節などに

墓参者の休息する場所となっている｡

菓士章が青雲事 を修理したことについては, 同亭内にある

｢重興青雲亭碑｣ に, 建築がいちじるしく荒廃してきたので,

カピタンの黍士章が首唱し海関の諸同人らの協力を得て面目を

一新することができたという.あとに海関公司開列芳名として

甲必丹大黍士章ほか7名,合計25人の損金者姓名をかかげてい

る｡ 終りに時龍飛辛酉年月日信士邦華金敬撰, 僧悦成とある

が, この龍飛が嘉慶 6年 (1801)であることは いうまでもな

く,マラッカで行なわれたこの用例としてはもっとも新しいも

のである｡海関公司とは,おそらくオランダ政庁の監督のもと

に,出入港する中 国船から関税を徴収していた組織であろう｡

その代表者がすなわち甲必丹大なのであって,これに任ぜ られ
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た ものは 隼僑界の代表者 としてその統制にあたるとともに,

関税の徴収について政庁に対する正作を11っていた もの と思

われるo萎土 章に｢づ く7名はf毎闇公司を構成する幹部に相

違 な く,かれ らの損金額が,記されていないのは, 肯霊亭の市

修 は公司によって計画 され,その経典の人 部分は公司がまか

なったか らではないだろうか｡

そのあとに記 されているのがブ毎闇公日刊こ協力 した人 々とみ

るべ く,｢ ぎのよ うに侶金額 が明記 されている｡

優 門 合 成洋 行 題芸鵠 交金封 吊 和江 葉和酬 j金;L:7.伯 ｡
葉 底罷踊 j金参拾 LTi 陳柿帝fiL.--各 桁 金 武 拾 Li 脹仏観損 金

拾武 目 板主林拝観損金拾人目 曽-[71,.::観-････各JJH･金拾 Li

優門合成洋行 とは優門灯･日着の 貿易商 で, 道 北 :=優門 志｣

(巻5)に, 嘉慶元年にはなお洋行八家, 大小両日-三十余家
とあるものの一つであろう｡ その合成洋行か ら進 来航 とい う

船 とその船1:_と考え られる黍棟軌の名儀で,Il:,.:_･TFTHiを交 付 し

て きたとい うわけである｡優 門 の合成洋行はマラッカ貿易,に

力を入れ ,同地 の泡闇公~-T-Jとはとくに密接 な関係を もって い

たのではないだろうか｡黍棟親はまえにあげた, これ よ り6

年前の圭両亭の ｢建造把壇功徳碑記｣に も庸船主萎棟官 と,王

されている｡ 悟船主 とは 申国本土か らくる門易船長の こと
写真 11

葉上章の車興舌雲/-享碑(折本)
で,黍棟官 (官 は観 と通用) は夏 門 の合成洋行所属の船主 と

行 に属するものかわか らないが,やはり同様なものとみて誤 りないであろう｡板主 とは乗和船

月のJ/lt'';:･理統制 をす る役のよ うである｡ 最近,今垢誠二教接 (｢マラッカF冊喬のギルドマーチャ

ント体制｣ 『東方学1第35中経,昭和43年 1月) が この碑文をとりあげて,il'Li-fM公 刷 まマラッカ

の華僑貿易業ギル ドであるとし,優門合成洋行以下すべての ものがfl-j関公■rJの成Llであるとさ

れたが,やや見解を ことにす るのを什記 してお く｡

萎十 章のカピタン在任期間は酢実にはわか らないc Lか し, 青雲J享にその自筆の ｢黒山第

一｣ とい う額があ り,昭次 清嘉慶陸年歳次子西桐月穀f上 知六甲政=･冊封三甲必日大萎十 章敬 :l'/-.

と明記 されてい ることか らす ると,嘉慶 6年 (1801)はその投 した前年であるか ら∴死にいた

るまでカピタンの任 にあった もの とみてよいであろうO茶 土 章の子孫については,C.S.Wong

が前掲の苦にかな り詳細な記述を している｡1810年 Ra用es夫妻が棄 カピタンのむす こ察槍浪
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の所有地の中に住居を おいたこと,菓漁浪はのち シンガポールに移ってりっぱな邸宅をかま

え,多くのイギ リス商人を友だちとしたこと,1838年湊門 Macaoで強盗に殺 された ことな

どである｡また黍士章の玄孫にあたる菓綬娘女士 (陳斉賢の夫人)はシンガポールにおける教

育,慈善事業家として知 られ,1941年マラッカで68歳で死んだが,このように薫一族は今日に

いたるまで,なお祖先の栄光を維持 しつづけているという｡

9. ,曽 有 亮

萎士章のあとカピタンに任ぜ られたのは,曽有亮だったと考えられるo ヨーロッパにおこっ

たフランス革命につづ くナポレオン戦争時代,マラッカは2度もイギ リスに占領された｡第 1

回は1795-1801年で,チャイニーズ ･カピタンは黍士章の時代であった｡第 2回は1807-1818

年であるが,この2回にわたる占領期間,イギ リスはオランダの制度をそのまま保存していた

ようである｡曽有亮がカピタンに任ぜ られたのは,イギ リスの第 1回占領後,いったんオラン

ダに返却されたときから,第2回の占領時代にかけてであった｡曽有亮には神 主も墓も発見さ

れていないが,いくらかの遺物によってそれが想像されるのである｡宝山事にはこの人の書い

た2両の額があって,一つは ｢慈悲普済｣嘉慶甲子桂月吉且,特授甲政曽有亮立とあり,いま

一つは ｢以承条把｣嘉慶己巳花月穀且,甲政曽有亮題とある｡前者は1804年,後者は1809年｡

青雲辛にもやはり1809年の額があって,それには ｢観世自在｣時大清嘉慶拾韓年歳次己巳曹月

穀且,知六甲政事特授甲必丹大曽有亮敬立と書かれている｡青雲事にある,まえにものべた李

為経の画像の賛もこの人の筆である｡

イギ リスのマラッカ支配が決定的になるのは,1824年に締結された英蘭条約の結果である｡

そのときまではたして曽有亮がカピタンの任にあったかどうかは,明らかでない｡英蝕になる

と,まもなくカピタンの制度は廃止されるのであるが,最後のカピタンは,菓華芽師によると

°hanOlim というものだったという｡しかし,曽有亮を ChanOlim にあてるのは不適 当のよ

うに思われる｡というのは,おそらくイギ リスの支配が成立するまえ,すなわち1825年 3月以

前にオランダから任ぜ られたらしい一人のカピタンがあるからである｡

10. 曽 世 芳

この人に関する資料は,ただ一つ青雲事にかかげられた自筆の額だけで, ｢法界時春｣の4

字の左右に,道光歳次丙成端月穀且,知甲政曽世芳敬立とある｡遺光丙成 (6年)は1826年｡

曽有亮の場合もわからなかったが,曽世芳も中国の原籍は明らかでない｡ともかく英顔になる

直前からカピタンに任ぜ られ,やがて旧制度がはっきりと廃止されるとともに,その地位を｢1
然に失ったものであろう｡

ⅠⅠⅠ

カピタンの制度はな くなっても,マラッカの華僑はこれに代わるものを推挙し,やはり青雲
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亭 を申 心にかれらの団結をつづけた｡ それが亭主 (青雲亨の主)である｡180年にわたるオラ

ンダ統治時代を通じて,チャイニーズ ･カピタンのもとに統制されていた華僑社会は,現地政

庁の手から離れても,かれらだけで自治が行なえる休制ができていたのである｡再雲亭を根拠

として行なわれた行政, 亜去の運営や,共通の経済的利益の擁護調整,あるいは公益互助事業

などの実体も,しだいに広範囲にかつ実質的になったであろう｡とくにオランダ時代末期のカ

ピタン黍士章に闇しては,いろいろ貝体的な事跡が知られるが,それは以前のものに比べて質

料が豊富に残っているからである｡黍士葦のときにはすでに華僑部隊が編成され,オランダ側

を援助してマレー土侯と戦い 最後の棒利をえたと伝えられるが,こうした事例は必ず しもこの

ときにはじまったものではあるまい｡

マラッカの華僑は,歴代カピタンの本籍地からもみられるように福建,ことに泉州,漬州の

氾身者が主体で, 貿易商業者が多かった｡ 背雲亭を中 心 に成宜 したかれら福建出身者の団結

も,やがて人｢1が増加するとともに,それぞれ出身地別にあるいは氏族別に,会館や再堂を立

てて分裂するようになった｡ しかし,マラッカにおいては歴史的な事情から,青雲享がそれら

を大きくまとめ上げる申 核的存在であったことは,他の地域とは違っている｡

カピタン制度が廃止され,はじめて華僑に推挙されて亭主になったのは実美吉である｡その

最初の事業は道光11年 (1831)における, 三宝山墓地の復興だった｡ 第 2代の亭主は醇仏記

(あざなは文舟)で, 道光25年 (1845)に青雲事を垂修 し,鄭芳場や李為経 ら歴代カピタンの

禄位をつ くって一角に安771-.し,あるいはその子孫の家から神主を集めなどした｡これはイギ リ

スの餓有後20年を-てようやく)射出の事情も安定したが,それとともに旧オランダ時代の歴史

が忘れられてきたので,質料を集め先人の遺業を顕彰しようという機運ができてきたからであ

ろう｡

醇仏記のつぎの陳金馨 (あざなは巨川)は同治 6年 (1867)に青雲事を重修 し,三宝山のほ

かに新 しく BukitJelotong H落洞の 申国人墓地を 開いた｡第4代の亭主となったのは陳金

聾の長子明水 (あざなは憲章)で,イギ リス側が道路建設のため三宝山墓地を破壊 しようとす

るのに対 し,代替地を提供して二｢事を停止させ,あるいは中国人教育のためにはじめて豊順義

学という学校を創立した｡ 第 5代亭主陳 明岩 (あざなは篤恭)は 陳明水 の 弟で, 光緒 17年

(1891)には宣両享を,同20年 (1894)には盲雲亭を重修している｡第 6代亭主の陳若准(あざ

なは敏政)は陳明γ.'･の 予で,別に,■沖 ,ir:･主として陳温源 (あざなは恭甫)というものがあったO

今堀教授が指摘されているように,これ以前にも副亭主はときとしておかれていたとみるべき

であろう｡1915年この陳若准の死を最後として,亭主は消滅した｡

第1代の亭 主果実吉の本籍はよくわからないが,第2代の辞仏記 (文舟)はかれがつ くった
多く03石刻のあとに撞郡浦邑と記しているごとく,福建省撞州藩捕捉の出身であった｡第 3代

の陳金聾以下の陳氏一朝 もやはり漬州淘澄 県 の出身である｡ 4代にわたる亭主の地位を 一 家で
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独占したことによってもわかるように,陳家の経済力にはIiH大なものがあった｡シンガポ-ル

がイギ リス髄となると,いち早 くそこに屈を構えて同地の発展に貢献したのは,ほかならぬか

れらであったO素り期のシンガポール発展史に占めるかれらの役割はあまりにも大きい｡いずれ

他 日,稿を改めてのべる機会があるであろう｡

〔什iJ己1〕 チャイニーズ ･カピタンの調査には,オランダの古文書が蒐要資料となること

はいうまでもない｡しかし,今日では遺憾ながらまだその段階に達 していないの

で,いちおう現地における漢文資料と遺跡の調査だけによって,その系譜をあと

づけてみたのである｡

〔ィ､持己2〕 C･S.Wongの AGalleryofChineseKaPitansは1964年に出版されたが,

その翌1965年には張清江による漠訳本が出たo出版所は 同じくシンガポールの

MinistryofCulture(国家語文局)である｡今掘誠二教授の論文は,もっぱらこ

の洩訳本によっておられるようである｡しかし,この漢訳本は人名などのローマ

字音からの漢字復原にはずいぶん誤りが多いので注意しなければならない｡例え

ば,カピタン李為経の後継者 LichiangHou を李呂後 (実は李正壕)とし,カ

ピタン茶士章のむすこ ChuaChongLong を黍昌龍 (実は萎姶浪)とするがご

ときである｡また黍士章の玄孫にあたる ChuaWanNeo女士を黍貿娘としてい

る｡Wanの漢字を 異にあてるのは明らかに誤りであるから,いちおう緩の字を

あてておいたが,あるいは歓,環などのほうがよいかもしれない｡
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